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特例講習を始めるにあたって

1. 本講習の目的

本講習は、シャッター施工技能者資格認定試験の合格者を、国家検定制度における「技
能検定」の合格者として円滑に移行させる観点から行われるもので、「技能検定」の職種と
して追加される「シャッター施工」に関する試験科目及びその範囲のうちで、専門的かつ実
践的な要件について、同認定試験の合格者に対し、理解をより深めさせることを目的とす
る。

なお、一般社団法人日本シヤッター・ドア協会は、技能検定の職種における「シャッター
施工」の指定試験機関に定められている。

○ 技能検定とは、職業能力開発促進法に基づき、労働者の技能と地位の向上を図ることを目的として、
労働者の有する技能及び知識の程度を一定の基準により検定し、これを公証する国家検定制度である。

また、厚生労働省令で定める職種及び等級（特級、１～３級など）に応じて、技能及び知識の程度を、
実技試験及び学科試験により評価し、技能検定に合格した者は「技能士」と称することができる「名称
独占」の資格である。
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特例講習を始めるにあたって

2. 重量シャッターの役割

「シャッター施工」の対象とされる重量シャッターは、建築物又は工作物の開口部に、火
災の拡大や浸水の防止、又は防犯などの管理のために設けられるものであり、極めて重
要な役割を果たすものである。

また、建築物は市場のニーズにより多様化が進展し、重量シャッターに対しても、一層高
機能化や複雑化が求められている。

〇 高機能化又は複雑化されている重量シャッター若しくは重量シャッターに設けられている装置やシステム
(高機能化)

高速シャッター、高頻度シャッター、開口幅5ｍを超える遮煙性能を有する防火シャッター
防水シャッター、急降下防止装置、危害防止装置、無人制御システムなど

（複雑化）
袖扉連動式防火シャッター、可動レール式防火シャッターなど
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特例講習を始めるにあたって

3. 重量シャッターの施工に必要とされていること

重量シャッターは、従来から、工場で組立てられた完成品として建築現場に持込まれるも
のではなく、重量シャッターを構成する数十種類の部材及び部品として建築現場に搬入さ
れるもので、先ず始めにそのうちの軸受部が躯体に固定され、その後他のものが順番に組
立てられていく。また、重量シャッターを構成する部材が主に鉄製で重量があり、長尺のも
のが多く含まれるが、施工においては全て手作業で行われ、ミリ単位の精度が求められる。

重量シャッターの施工において、安全に作業が行われ、かつ重量シャッター本来の性能
や安全性が十分に確保されるためには、当該施工に従事する者に、専門的な技能や知識
が必要である。さらに、近年、重量シャッターの高機能化や複雑化が求められていることに
より、搬送や楊重などにさまざまな条件が生じるとともに、高い精度による取付け作業が必
要とされていることを踏まえると、当該施工に従事する者には、一層のスキルアップが不可
欠である。
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特例講習を始めるにあたって

4. 技能検定の導入の意義

① 当該施工に従事する者は、本検定試験に合格し技能士として位置付けられることによ
り、適切な能力評価を得ることやこれに基づく処遇改善を受けることができる。

② 当該施工に従事する者は、本検定試験に合格することにより、当該施工に関する知識
と技能のレベルが向上し、不適切な作業に起因する労働災害の発生をなくすことができ
る。

③ 当該施工に従事する者は、本検定試験に合格することにより、当該施工に関する知識
と技能のレベルが向上し、施工における質を向上させることができる。

④ 本検定試験が周知されることにより、当該施工に係る入職者の増大を期待できる。
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特例講習を始めるにあたって

5. 技能士としての心構え

① 自己啓発し高い目標に挑戦する。
＊ 新しい技術や知識を積極的に習得する。

② 高い職業倫理を維持する。
＊ 法律や規則を遵守し、公正で誠実に行動する。

③ 安全の確保を最優先し、自身と周囲への安全対策を徹底する。

④ 責任感を持ち問題の発生した際には迅速かつ適切に対応し事態の解決にあたる。

⑤ 自身の技能に誇りを持ち業務に取組む。

⑥ 安全、安心及び快適な環境を提供することにより社会に貢献する。
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特例講習を始めるにあたって

6. 技能士像

1級 ⇒ 難易度の高い一連の作業を、一人で定められた基準に従い完了させることができ
る技能を有する者。

2級 ⇒ 標準的な一連の作業を、一人で定められた基準に従い完了させることができる技
能を有する者。

3級 ⇒ 部分的で単純な作業を、一人で定められた基準に従い完了させることができる技
能を有する者で、上級者に対し適正に作業の補助ができる者。
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主題

7. 重量シャッターの施工において実施すべき自主検査の要領

重量シャッターの施工を行う者は、施工が完了する直前に自主検査を行い、施工に係る責
任者に、所定の「自主検査報告書」により、報告を行なわなければならない。

なお、一般社団法人日本シヤッター・ドア協会では、自主検査の要件を取付けに係る精度
及び状況とし、自主検査の項目、方法及び判定基準については、「自主検査の要領と判定基
準」として次のように定められている。



内のり幅 W

内のり高さ H

ガイドレール 出入り

検査項目

自主検査の要領と判定基準

【重量シャッター】

「FLから陸墨までの寸法＋Aの寸法」及び
「FLから陸墨までの寸法＋Bの寸法」と基準
値との誤差がいずれも2ミリ以下であること。

Aの寸法と基準値との誤差が左右のガイド
レールのいずれも2ミリ以下であること。

検査方法

鋼製巻尺でまぐさから直下のAと床から直上のBの寸
法を測定する。

使用工具)　鋼製巻尺

判定基準

A及びBの寸法と基準値との誤差がいずれも
4ミリ以下であること。

精
度

鋼製巻尺で陸墨からまぐさの下端までの左ガイドレー
ルの真横のAと同じく右ガイドレールの真横のBの寸
法を測定する。

使用工具)　鋼製巻尺

図の示す位置に下げ振りを当て、直尺又は曲尺でガ
イドレ－ルの端部から下げ振りの糸までで床から直上
のAの寸法を左右のガイドレールともそれぞれ測定す
る｡

使用工具)　・下げ振り
　　　　　　　 ・直尺又は曲尺
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主題 7.



ガイドレール 倒れ

溝幅

まぐさ そり

直尺又は曲尺でガイドレールの溝幅Dの寸法を左右
のガイドレールともそれぞれ測定する。

使用工具)　直尺又は曲尺

Dの寸法と基準値との誤差が左右のガイド
レールのいずれも2ミリ以下であること。

図の示すとおり、水糸を張り直尺によりまぐさの中央
の位置で、まぐさの端部と水糸とのすきまGの寸法を
外まぐさ及び内まぐさともそれぞれ測定する。

使用工具)　・水糸
　　　　　　　・直尺

Gの寸法が外まぐさ及び内まぐさのいずれも
2ミリ以下であること。

自主検査の要領と判定基準

【重量シャッター】

検査項目 検査方法 判定基準

精
度

図の示す位置に下げ振りを当て、直尺でガイドレ－ル
の端部から下げ振りの糸までで床から直上のAの寸
法を左右のガイドレールともそれぞれ測定する｡
使用工具)　・下げ振り
　　　　　　　 ・直尺

Aの寸法と基準値との誤差が左右のガイ
ドレールのいずれも2ミリ以下であるこ
と。

10

主題 7.



11

主題 7.
溶接

ボルト等

カラー
状
況

スパナ等で軸受部、軸受部の振止め、軸受け(ベアリ
ング)、吊り元、巻取りシャフト(カラーを含む。)、急降下
防止装置、シャフトスプロケット、開閉機取付け台、開
閉機、ケース、ガイドレール及び座板等に使用されて
いるボルト等の締め付けの状況を確認する。

使用工具)　・スパナ、六角棒スパナ又はドライバー等

締め付けが適正であることとともに、ボルト
等の種類、方向及びナットと座金の順番が
適正であること。

カラーが軸受け(ベアリング)又はシャフトフラ
ンジと軸受け(ベアリング)の両方に密着して
いること。

目視によりカラーの取付けの状況を確認する。

使用工具)　・手鏡等

ローラチェーン 継手リンクを固定しているクリップに変形、損
傷及びまくれがなく、適正にはめ込まれてい
ること｡また、たるみ量Sの寸法は軸間距離
(L)の4%以下であること。

目視によりローラチェーンの取付けの状況を確認し、
図に示すとおり、曲尺及び直尺により下側のローラ
チェーンの軸間距離(L)の中間の位置でローラチェーン
のたるみ量Sの寸法を測定する。

使用工具)　・曲尺
　　　　　　　・直尺

ひび、割れ、スパッター及びスラグがなく、脚
長、ビード長さ及びピッチが適正であること。
また、軸受部及び露出型ガイドレール等の
強度を要する箇所は脚長及びビード長さの
溶け込みが適正であり、溶接の部分の表面
に生じる小さなくぼみの穴であるピットがない
こと。

目視により溶接の状況を確認し、鋼製巻尺で脚長、
ビード長さ及びピッチを測定する。また、軸受部及び露
出型ガイドレール等の強度を要する箇所はピッチング
ハンマーで叩いて脚長及びビード長さの溶け込みの
状況を確認する。
　
使用工具)　・ピッチングハンマー
　　　　　　　 ・鋼製巻尺

自主検査の要領と判定基準

【重量シャッター】

検査項目 検査方法 判定基準



シャフトスプロケット

自主検査の要領と判定基準

【重量シャッター】

検査項目 検査方法 判定基準

状
況

図に示すとおり、直尺でシャフトスプロケットの取付け
の状況を確認する。また、目視により頭付き勾配付き
のセットキーの取付けの状況を確認する。

使用工具)　・直尺

直尺とシャフトスプロケットの面及び直尺と開
閉機スプロケットの面の両方にすきまがない
こと。また、頭付き勾配付きのセットキ－は
シャフトスプロケットの内側の面より出ている
こと。
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主題 7.



すきま(防火シャッター及び
防煙シャッターに限る。)

躯体と外まぐさの間、ケ－スの重ね合わせ
の部分、軸受部(駆動側及び従動側を含
む。)とまぐさの側面の間及び軸受部(駆動側
及び従動側を含む。)の切り欠き部分にすき
まがないこと。また、袖扉付きの場合には上
枠と躯体との間にすきまがないこと。

目視により、躯体と外まぐさの間、ケ－スの重ね合わ
せの部分、軸受部(駆動側及び従動側を含む。)とまぐ
さの側面の間及び軸受部(駆動側及び従動側を含
む。)の切り欠き部分のすきまの状況を確認する。ま
た、袖扉付きの場合には上枠と躯体との間のすきま
の状況を確認する。

状
況

片下がり 目視によりまぐさの下端の部分でスラットの水平の状
況を確認する。

片下がりがないこと。

自主検査の要領と判定基準

【重量シャッター】

検査項目 検査方法 判定基準

片寄り
(片流れ
ともい
う。)

スラット

目視によりガイドレール上部の吞口の部分でスラット
の端部とガイドレールの底との間隔の状況を確認す
る。

片寄り(片流れともいう。)がないこと。

溶接箇所の錆止めの処理 目視により溶接箇所の錆止めの処理の状況を確認す
る。

溶接箇所に錆止め塗料が塗布されているこ
と。

人体が接触する箇所に突起及びバリ等がな
いこと。

目視により突起及びバリ等の処理の状況を確認す
る。

突起及びバリ等の処理

目視により外観における変形及び損傷の状況を確認
する。

外観 変形及び損傷がないこと。
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主題

8. 地震対策【部材の落下リスクを低減させるための対策】

大規模地震による建築物の躯体の揺れにより、重量シャッターの軸受部と巻取りシャフトに
強い横方向の力が加わると、巻取りシャフトが軸受部から抜け出てシャッターカーテンととも
に落下するおそれがある。

軸受部軸受部

巻取りシャフト

地震による部材の落下リスク
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主題 8.

大規模地震による、このようなリスクを低減させるためには、次のような方法を講じることが
有効である。

■ 重量シャッターを新設する場合(両軸式のものの例)

① 軸受部に振止めを設ける。
② 巻取りシャフトの両側に横ずれ

防止用の金具であるカラーを設ける。

振止め

カラー
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主題 8.

大規模地震による、このようなリスクを低減させるためには、次のような方法を講じることが
有効である。

■ 既設の重量シャッターに対する場合(両軸式のものの例)
＊ 現場の状況や重量シャッターのサイズにより対応できない場合を除く。

① 軸受部に連結バーを設ける。
② 巻取りシャフトの両側に横ずれ

防止用の金具である割りスペーサーを設ける。

※ ①と②のいずれの方法も直に溶接する必要の
ないことが利点である。

連結バー

軸受部

割りスペーサー

軸受部
巻取りシャフト
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主題 8.

既設の重量シャッターに対する場合の
使用工具及び部材等の名称と略図(両軸式のものの例)

〈部材等一覧〉
個数

2
1
1
1ドライバー(＋用のもの)

M12用スパナ(19)
名称

M8用スパナ(13)
M8用六角スパナ(4)

〈使用工具一覧〉
品番

①

②

③

④

⑤

⑥⑦

⑧

吊りアングル
本数分＋2

吊りアングル
本数分

吊りアングル
本数分

個数

1

1

1

2割りスペーサー

連結バー用

六角ナット(M12)
ばね座金(12)

連結バー用

長ボルト吊り曲げ物

連結バー用

駆動側取付けフック

名称 略図

連結バー用

従動側取付けフック

連結バー用

長ボルト(長ナット付き)

連結バー用

長ボルト(長ナットなし)
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主題 8.

既設の重量シャッターに対する場合の
納まりの略図(両軸式のものの例)
＊ 番号は部材等一覧における品番を示す。

吊りアングル

軸受部の外々寸法

巻取りシャフト

駆動側従動側

軸受部

軸受部
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主題 8.
既設の重量シャッターに対する場合の

軸受部に連結バーを設ける際の注意事項(両軸式のものの例)

1) 駆動側及び従動側取付けフックの取付けにおいて

∴ 駆動側及び従動側取付けフックはいずれもできるだけ軸受部の先
端の位置に、シャッター心と平行になるように取付ける。

2) 長ボルトの取付けにおいて

駆動側取付けフック

吊りアングル

長ボルト吊り曲げ物の長穴

長ボルト

垂れの防止

∴ 長ボルトの垂れることを防止するため、吊りアングル
の全箇所に長ボルト吊り曲げ物を引っかけ、長ボルト
を同曲げ物の長穴に通して取付ける。 長ボルトは、ターンバックルを

締め込み、適正なたるみの状態
でターンバックルの部分の六角
ナットを締め込む。なお、軸受部
が変形するほど強く締め込み過
ぎない。



9. 2023年度シャッター施工技能者資格認定試験における学科試験
問題のおさらい – 2級

検定の基準における範囲) 重量シャッターの取付方法又は調整方法等
検定の基準における細目) 巻取りシャフト

≪出題における要件≫
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主題 9.

① 〔駆動側〕-片軸式の場合
巻取りシャフトのジョイントフランジを、軸受部のジョイントボスにはめ込み、巻取りシャフ

トがジョイントボスから抜けないように固定する、又は巻取りシャフトのジョイントフランジを、
軸受部のジョイントボスに差し込んでから、六角穴付きボルトを締め込んで、巻取りシャフト
がジョイントボスから抜けないように固定する。

② 〔駆動側〕-両軸式の場合
巻取りシャフトを軸受部に架ける前に、軸首には、カラー及び軸受け(ベアリング)を、カ

ラー、軸受け(ベアリング)の順に差し込む。カラーは軸受け(ベアリング)に密着させて、又は
シャフトフランジと軸受け(ベアリング)の両方に密着させて、止めねじを締め込む。
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主題 9.

参考)

駆動側-片軸式(例) 駆動側-両軸式(例)

軸受部

巻取りシャフト

軸受部

巻取りシャフト

軸受部

カラー

軸受け(ベアリング)
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主題 9.

③ 〔従動側〕-手動式の場合
軸首には、カラー及び軸受け(ベアリング)を、カラー、軸受け(ベアリング)の順に差し込む。

④ 〔従動側〕-手動式の場合
カラーは、軸受け(ベアリング)に密着させて、又はシャフトフランジと軸受け(ベアリング)の

両方に密着させて、止めねじを締め込む。
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主題 9. 従動側-手動式(例)

カラー

(ベアリング)

シャフトフランジと軸受け(ベアリ
ング)の両方に密着させている

参考)
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主題 9.

⑤ 巻取りシャフトの軸心は、シャッタ－心と平行になるように取付ける。

⑥ 両軸式で手動式の場合には、巻取りシャフトの取付けの際のカラーは、駆動側及び従動
側とも、1本又は2本の止めねじを締め込んで軸首に固定する。

終 了
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